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平成２７年度実質収支に関する調書

Ⅱ

Ⅲ 審 査 の 方 法

平成２７年度草加八潮消防組合一般会計歳入歳出決算書及び歳入歳出決算事項別明

細書等の決算附属書類が関係法令に準拠して作成されているか、予算が適正かつ効率

的に執行されているか、また、計数も正確であるかについて関係諸帳簿及び証拠書類

との照合等により確認するとともに、例月出納検査の結果等を参考とするなどにより

審査を行いました。

審査に付された平成２７年度草加八潮消防組合一般会計歳入歳出決算書及び決算附

属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成されており、決算計数も関係諸帳簿及び

証拠書類と符合しており、誤りのないものと認められました。

Ⅳ 審 査 の 結 果

２

平成２８年８月３０日から平成２８年１０月２６日まで

１

審 査 の 期 間

平成２７年度草加八潮消防組合一般会計歳入歳出決算

平 成 ２ ７ 年 度 草 加 八 潮 消 防 組 合

一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 審 査 意 見

Ⅰ 審 査 の 対 象
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決算収支状況は、次のとおりです。

（単位：円）

 

204,000

0

繰 上 償 還 額 （Ｆ）

（Ｇ）

2,700

0

2,700

Ⅴ 審査の概要

実 質 単 年 度 収 支
（ Ｅ ＋ Ｆ ）

翌年度へ繰り越すべき財源 （Ｄ）

204,000歳 入 決 算 額

１

歳 出 決 算 額

形 式 収 支
（ Ａ － Ｂ ）

⑴

201,300

決算収支

一般会計

予 算 現 額

（Ｂ）

（Ｃ） 2,700

（Ｅ）

区　　　　　　　分 ２７年度

（Ａ）

実 質 収 支
（ Ｃ － Ｄ ）

 予算現額は 703億7,476万円で、前年度に比べ 13億5,704万円（2.0％）増加しています。 

  これに対する決算額は 

    歳  入  693億6,100万円（予算現額に対する割合  98.5％） 

    歳  出  661億5,578万円（予算現額に対する割合  94.0％） 

 この歳入決算額から歳出決算額を差し引いた形式収支は、32億522万円（前年度に比べ 9億

2,355万円増加）となり、さらに、形式収支から翌年度へ繰り越すべき財源 7億5,776万円を

控除した実質収支は、24億4,745万円の黒字となります。 

 この実質収支から、前年度の実質収支 18億 2,795万円を控除した単年度収支は、    

6億1,950万円の黒字になります。 

 この単年度収支に、財政調整基金への積立金及び市債の繰上償還額を加え、財政調整基金

（積立金）からの取りくずし額を差し引いた実質単年度収支は、 1億4,330万円の黒字となり

ます。   

 予算現額は 20万4,000円です。 

  これに対する決算額は、次のとおりです。 

 

    歳  入  20万4,000円（予算現額に対する割合 100.0％） 

    歳  出  20万1,300円（予算現額に対する割合 98.7％） 

 

 この歳入決算額から歳出決算額を差し引いた形式収支は 2,700円となり、翌年度へ繰り越す

べき財源及び繰上償還額がないことから、実質収支及び実質単年度収支は形式収支と同額の 

2,700円となります。   
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歳 出 決 算 額　20万1,300円

歳 入 決 算 額　20万4,000円

分担金及び負担金 

100.0% 

20万4,000円 

議会費 78.4% 

15万7,800円 

総務費 21.6% 

4万3,500円 
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歳入決算状況は、次のとおりです。

（単位：円・％）

款別歳入決算額

対予算

100.0

対調定

100.00204,000

　(単位：円・％）

分担金及び負担金 100.0

２７年度

収　入　率

構成比款

204,000

100.0

予算現額

27 204,000

調定額
　 区分

年度

⑵ 歳　　　入

  合        計 204,000

1

予算現額と
収入済額との比較

204,000

収入済額

 一方、調定額 718億102万円に対する収入率は 93.4％（前年度 93.4％）です。 

 また、収入済額は前年度に比べ 36億4,248万円増加しています。 

 不納欠損額と収入未済額の主な内訳は、次のとおりです。 

  予算現額 20万4,000円に対する収入済額（歳入決算額）は 20万4,000円（収入率 100.0％ 

）です。 

  

  歳入決算額を款別にみますと、次表の款別歳入決算額のとおりです。 

  また、調定額 20万4,000円に対する収入率も、予算現額に対する収入率と同様に 100.0％

です。 

  なお、不納欠損額及び収入未済額はありません。 

 財源別にみた歳入の構成状況は、次のとおりです。 

     自主財源 20万4,000円  構成比 100.0％ 

     依存財源     0円  構成比  0.0％ 

２７年度 

依存財源 0

自主財源 204,000

0

5

10

15

20

25

万円 自主財源・依存財源の推移 

100.0% 
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《組合構成市からの負担金収入です。》

（単位：円・％）

（単位：円・％）

（注）　構成市の経費負担について

　

（単位：％）

調定額

0 100.0204,000 204,000

分担金及び負担金　（決算構成比：１００．０％）

　 区分

年度

27

対調定

　第　１　款

予算現額と
収入済額との比較

予算現額
収　入　率

対予算
収入済額

70.10 70.82

29.90

204,000

　　　　 区分・年度

 構成市

100.0

負担額

143,000

61,000

29.18

草　加　市

八　潮　市

平成２７年度 平成２８年度

負　担　割　合

　　　　　　 区　分

 構成市
共通経費 負担割合

草　加　市 70.10

八　潮　市 29.90
204,000

 予算現額 20万4,000円に対する収入済額は 20万4,000円（収入率 100.0％）です。 

    

  平成２７年度の負担金収入（収入済額）は、全額共通経費です。 

 その内訳は、次のとおりです。 

 経費負担は、組合規約により構成市が個別に負担する単独経費と共同で処理するための

共通経費の２種類があります。 

  

 共通経費の負担割合は、前年度１月１日現在の住民基本台帳人口の割合により算出され

ます。 

 しかし、構成市の負担が広域化前と広域化直後で急激に変わらないよう３年間の経過措

置（平成２７年度広域化準備経費〜平成２９年度）を設けています。 

 経過措置の負担割合は、広域化前の消防費に係る決算額の直近３年平均の割合（単独経

費を除く。）となっており、次のとおりです。 
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歳出決算状況は、次のとおりです。

(単位：円・％)

歳出決算額を款別にみますと、次表の款別歳出決算額のとおりです。

款別歳出決算額 (単位：円・％)

合　　　計 201,300 100.0

1 議 会 費 157,800 78.4

款

3 予 備 費 － －

2,700 98.7

不用額 執行率

⑶ 歳　　　出

　 区分

年度 予算現額 支出済額 翌年度繰越額

27 204,000 201,300 0

２７年度 構成比

2 総 務 費 43,500 21.6

 予算現額 20万4,000円に対する支出済額（歳出決算額）は 20万1,300円（執行率 

98.7％）で、不用額は 2,700円です。 

 

 支出済額は、平成27年10月1日の消防組合設立に伴う正・副管理者及び組合議会議員へ

の報酬です。 

0 5 10 15 20 25

H27

万円 

年度 

議会費 総務費 
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節別歳出決算額 （単位：円・％）

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

24

26

恩給及び退職年金

投資及び出資金

寄附金

0

0

0

25 積立金 0

23 償還金、利子及び割引料 0

22 補償、補塡及び賠償金 0

21 貸付金 0

20 扶助費 0

19

合　　　計 201,300 100.0

28 繰出金 0 0.0

27 公課費 0 0.0

負担金、補助及び交付金 0 0.0

18 備品購入費 0 0.0

17 公有財産購入費 0 0.0

16 原材料費 0 0.0

15 工事請負費 0 0.0

14 使用料及び賃借料 0 0.0

13 委託料 0 0.0

12 役務費 0 0.0

11 需用費 0 0.0

10 交際費 0 0.0

9 旅費 0 0.0

8 報償費 0 0.0

7 賃金 0 0.0

5 災害補償費 0 0.0

6 0.0

4 共済費 0 0.0

3 職員手当等 0 0.0

2 給料 0 0.0

1 報酬 201,300 100.0

２７年度 構成比節

 また、歳出決算額を節別にみますと、次表の節別歳出決算額のとおりです。 
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《議会費は、組合議会議員の報酬に要する経費を支出したものです。》

（単位：円・％）

（単位：円・％）

予　備　費　（決算構成比：―）

（単位：円・％）

（注）執行率は、当初予算額に対する充当額で算出しています。

27 2,000 0 2,000 0.0

第　３　款
《予備費は、予定外の支出又は予算超過の支出へ対応するため、使途を特定しないで予算に費用として計
上したものです。》

　 区分

年度 当初予算額 充　当　額 不　用　額 執行率

27 44,000 43,500 0 500 98.9

第　２　款 総　務　費　(決算構成比：２１．６％)
《総務費は、正・副管理者の報酬に要する経費を支出したものです。》

　 区分

年度 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

27 158,000 157,800 0 200 99.9

　 区分

年度 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

第　１　款 議　会　費　(決算構成比：７８．４％)

 予算現額 15万8,000円に対する支出済額は 15万7,800円（執行率 99.9％）で、不用額

は 200円です。 

 支出済額は、組合議会議員の報酬 15万7,800円です。 

  

 予算現額 4万4,000円に対する支出済額は 4万3,500円（執行率 98.9％）で、不用額は 

500円です。 

 支出済額は、正・副管理者の報酬 4万3,500円です。 

 今年度、予備費の充当はありません。 
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２ 実質収支に関する調書 

  実質収支に関する調書の記載事項は、適正に表示されているものと認められました。 

 

３ 財産に関する調書 

  平成２７年度末における公有財産（土地、建物及び物品）の保有はありませんが、平成

２８年度当初において、草加市及び八潮市から継承されます。 

 

４ む す び 

  消防行政を取り巻く環境は、災害や事故の多様化及び大規模化、都市構造の複雑化、住

民ニーズの多様化など、日々変化を続けています。 

  消防は、この環境変化への的確な対応、更に、近年の大きな地震・事故、また、救急出

動の増加などに対応するためには、より強力な体制のもとで住民ニーズに応える必要があ

ります。 

  草加市・八潮市では、平成２５年４月から消防の広域化について協議を重ねた結果、両

市にとって消防力の強化が大いに期待でき、住民サービスの向上に繋がるとして、２市で

の消防広域化に合意し、平成２７年１０月１日に「草加八潮消防組合」が発足しました。 

 

 ⑴ 決算収支について 

   平成２７年度一般会計の決算総額は、歳入決算額 20万4,000円、歳出決算額 20万 

  1,300円です。 

   また、歳入から歳出を差し引いた形式収支は 2,700円となり、翌年度へ繰り越すべき

財源及び繰上償還額がないことから、実質収支及び実質単年度収支は、形式収支と同額

の 2,700円となります。 

 

 ⑵ 歳入について 

   一般会計の予算現額 20万4,000円に対する歳入決算額は、予算現額と同額の 20万 

  4,000円（収入率 100.0％)です。 

   これは、草加市及び八潮市からの構成市負担金です。 

 

 ⑶ 歳出について 

   一般会計の歳出決算額は 20万1,300円（執行率 98.7％）です。 

   これは、平成27年10月1日に消防組合が設立されたことに伴う正・副管理者及び組合議

会議員への報酬です。 

 

 ⑷ 今後の組合運営について 

   草加八潮消防局は、本年４月１日に広域化により発足した新しい組織であり、今後、

対応しなければならない課題は多々あるものと思われます。 
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   消防体制の基盤強化を図る最も有効な手段が広域化と言われています。 

   近年、消防を取り巻く環境は大きく変化しております。環境の変化に対応するために

は、広域化によるスケールメリットを活かした消防体制の充実・強化及び高度化を図る

必要があり、そのことは、管轄人口が３３万人を超え、複雑多様化する住民ニーズに応

えることにも繋がるものと思われます。 

   また、近い将来起こるであろう大規模地震などへの備えとして、市庁舎と同様に防災

拠点整備の観点から老朽化した消防庁舎の更新も急務であります。 

   地方財政は、財源の確保が厳しい状況にあると思われますが、消防の使命と言える住

民の生命、身体及び財産を守るため、組合構成市との緊密な協議を行い、消防力の更な

る向上が図られるよう強く要望します。 



一 般 会 計

決 算 審 査 資 料
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